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第２次神埼市総合計画

後期基本計画がスタート
◎問い合わせ　企画課　企画係　☎37-0102

Ⅰ　策定にあたって

１　計画策定の目的

２　計画の構成

３　計画の期間

　総合計画は、神埼市の目指す将来像とその実現に向けた施策を示したもので、まちづくりの指針となるものです。
神埼市では平成18年３月20日の神埼町、千代田町、脊振村の３町村合併後、平成20年３月に神埼市総合計画、平
成25年３月に神埼市総合計画後期基本計画、平成30年３月に第２次神埼市総合計画を策定し、施策を推進してき
ました。
　本市の総合計画は、あらゆる時代の変化があっても、進むべき方向を見失わずに市政運営を展開するための長期
的な指針であり、行財政運営の最上位計画と位置付けています。
　第２次神埼市総合計画（前期基本計画）の終了年度を迎えることから、前期基本計画における施策の進捗状況や
社会環境の変化に対応した見直しを行い、第２次神埼市総合計画（後期基本計画）を策定し令和５年４月にスター
トします。後期基本計画を策定することにより、基本構想に定める将来像の実現に向けた取り組みを推進すること
を目的としています。

　総合計画は「基本構想」「基本計画」によって構成され、基本計画に基づき実
施計画を作成します。

　後期基本計画の計画期間は、令和５年度から令和９年度までの５年間です。

　まちの将来像と、その将来像を
実現するための施策の方向性を
示すものです。

　基本構想に示した
まちの将来像の実現
に向けて、体系別の
施策を示すものです。
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Ⅱ　基本構想

Ⅲ　策定にあたってのポイント

　第２次神埼市総合計画の基本構想では、神埼市の将来像実現のための基本理念、まちづくりの基本方針を以下の
ように定めています。後期基本計画においても、この基本構想を引き継ぎ、まちづくりの推進に努めていきます。

１　地球温暖化や環境破壊などを引き起こす温室効果ガスの排出を削減し、環境改善と共に経済社会システムの改革を行う対策
２　世界中にある環境問題、差別、貧困、人権問題といった課題を世界のみんなで2030年までに解決していこうという計画・目標

基本構想に定める

「幸せつなごう か

んざき」を実現す

ることを目的とす

る計画

自然災害、感染症

等の危機（リスク）

に備えた計画

前期計画の達成状

況を踏まえた計画

GX１や地球温暖化

防止を推進する計

画

新たにSDGs２を施

策に反映し、SDGs

のマスタープラン

とする

デジタル化を推進

する計画

将来像 基本理念 神埼市のまちづくりの基本方針
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き

〜
み
ん
な
で
支
え
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い
、
誇
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

①　子育てから介護まで、誰もが安心して暮らせる環境を充実させる
②　市民の日常生活を支える商業等の利便性を高める
③　市民の暮らしを守り、支え合う、災害に強いまちづくりを進める
④　“神埼市”で暮らし続けられる、暮らしたくなる環境をつくる

⑤　まちの誇りを育む教育・学習の充実と歴史・文化を継承していく
⑥　豊かな自然を保護、活用する
⑦　地域資源を活かした、魅力ある観光・交流のまちづくりを進める

⑧　農業や地場産業を活かした、特徴のある産業を育成する
⑨　新産業の育成や新たな企業誘致により雇用を創出する

⑩　計画的な都市基盤の整備を進める
⑪　市民と行政の協働のまちづくりをさらに進める

⑫　効率的かつ効果的な行財政運営を行う

基本理念 1
“幸せ”感じる 

暮らしやすい
まちづくり

基本理念 2
“幸せ”あふれる 

まちの魅力
・誇りづくり

基本理念 3
“幸せ”生み出す 

まちの働く場
づくり

基本理念 4
“幸せ”高める 

まちの基盤
づくり

基本理念 5
“幸せ”支える 
健全な行財政運営
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